
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和８年２月１７日 １１時５０分頃 

発生場所 静岡県沼津市淡島北方沖 

伊豆淡島灯台から真方位３４４°１,０００ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０２.７′ 東経１３８°５３.０′） 

事故の概要  漁船和
かず

丸は、航行中、また、プレジャーボート第３日成
にっせい

丸は、漂泊

中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和８年３月３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 和丸、２.４トン 

   ＳＯ３－２２１１０（漁船登録番号）、個人所有 

   第２４１－１３６８７号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート 第３日成丸、０.５トン 

   ２４１－２１２０８静岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 船首部外板に塗料の付着 

Ｂ 左舷中央部外板に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、沼津市沼津港南方沖の漁場にお

いて一本釣りを終え、沼津市静浦港に向けて帰港を開始した。 

 船長Ａは、Ａ船を南東進させていた際、近日中に無線機の検査があ

ることを思い出し、船首方を見て他船がいないことを確認した後、同

機に視線を向けて作動確認を始めた。 

Ａ船は、船長Ａが無線機の作動確認を行って数分間周囲を見ないま

ま南東進を続けていたところ、Ｂ船と衝突した。 

船長Ａは、突然衝撃を受けたので船首方を見たところ、Ａ船の船首

部とＢ船の左舷中央部外板とが衝突しており、やがてＡ船からＢ船が

離れていくのを見た。 

 船長Ａは、Ｂ船の周囲を見たところ、救命胴衣を着用したＢ船の乗

船者３人が海面上で浮いているのを発見した。３人をＡ船に引き上げ

た後、３人にけががなく、両船の損傷が軽微であったので、Ａ船でＢ

船を沼津市所在のレンタルボート店（船長ＢがＢ船を借りた店、以下

「ボート店」という。）の桟橋にえい
．．

航した。 



 船長Ａは、Ｂ船の乗船者の救助及びＢ船のえい
．．

航作業を行っていた

ことで、１１８番通報することを忘れていた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

※国土地理院Webサイトの地理院地図を加工して作成 

 

船長Ｂは、釣りの目的でボート店からＢ船を借りた。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、同僚（以下「同乗者」とい

う。）２人を乗せ、乗船者全員が救命胴衣を着用し、ボート店の桟橋

から出航した。 

 船長Ｂは、淡島北方沖において船首を北北東方に向け、主機を停止

してＢ船を漂泊させて釣りをしていたところ、左舷方３００ｍ付近か

らＢ船に向かって南東進してくるＡ船を視認した。 

 船長Ｂは、これまでにボート店からレンタルボートを借りたことが

数回あり、主機を停止して同ボートを漂泊させていた際、航行中の他

船が同ボートを避けていたので、本事故当時、Ａ船がＢ船に接近して

きても、いずれＡ船がＢ船を避けると思い、時折Ａ船の動向を見なが

ら釣りを続けた。 

 船長Ｂは、南東進してくるＡ船にＢ船を避ける様子がないので、Ａ

船に向かってＢ船の存在を知らせようと大声を上げたが、Ａ船が更に

接近するのを見た。 

船長Ｂは、主機を始動してＢ船を避航させようとしたが、慌ててい

たので主機を始動できなかった。避航が間に合わないと思い、同乗者

２人に海に飛び込むよう声を掛けて３人で海に飛び込んだ直後、Ｂ船

の左舷中央部とＡ船の船首部とが衝突した。 

事故発生場所      
（令和８年２月１７日   

１１時５０分頃発生）  

静岡県 
沼津市 

静浦港 

淡島 

Ａ船 

Ｂ船 
（漂泊中） 

500m 0 

    ボート店 



 船長Ｂ及び同乗者２人はＡ船に救助され、船長ＢはＡ船の船上から

本事故の発生をボート店の店員に連絡し、同店員は１１８番通報を

行った。 

 Ｂ船は、汽笛及び携帯式簡易エアホーンを備えていなかった。 

分析 (1) Ａ船 

① 船長Ａは、Ａ船を南東進させていた際、無線機の作動確認を

行うために視線を同機に向け続けていたことから、その間船首

方の見張りができていなかったものと考えられる。 

② 船長Ａは、無線機の作動確認の前に、周囲を確認した旨口述

しているものの、Ｂ船に気付いていなかったことから、船首方

の確認状況が不十分であったものと考えられる。 

③ ①及び②から、Ａ船は、南東進中、Ｂ船と衝突したものと考

えられる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、Ｂ船に接近するＡ船を認めていたものの、これま

でに接近する他船が漂泊する自船を避けていた経験があったこ

とから、Ａ船がＢ船を避けると臆断し、継続的にＡ船の動静を

監視することなく釣りをしながら、Ｂ船の漂泊を続けていたも

のと考えられる。 

② Ｂ船は、主機を停止していたことから、Ａ船が至近に迫った

際に直ちに避航動作をとることができなかったものと考えられ

る。 

③ ①及び②から、Ｂ船は、船首を北北東方に向けて漂泊中、Ａ

船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が南東進中、Ｂ船が船首を北北東方に向けて漂泊

中、船長Ａが、無線機の作動確認に意識を向け、船首方の適切な見張

りを行わなかったため、Ｂ船に気付かず、また、船長Ｂが、Ａ船が漂

泊中のＢ船を避けると思い、Ａ船の動静を継続的に監視しなかったた

め、機関準備を行うなどの避航動作が遅れ、両船が衝突したものと考

えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の船長は、他の作業を行うことなく、航行中は操船に意

識を集中し、常時適切な見張りを行うこと。 

・小型船舶の船長は、漂泊中、接近する他船を認めた場合、当該船

舶が漂泊中の自船を避航すると思い込むことなく、機関の準備を

行うなど、衝突を避けるための措置を採ること。 

・船長は、船舶事故発生時には速やかに海上保安庁に通報するこ

と。 

・小型船舶の船長は、他船の異常な接近等に備えて、携帯式簡易エ



アホーンなどの音響による有効な注意喚起を行うことができる手

段を講じておくことが望ましい。 

 


